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0.001 未満 原子力発電所からの放出実績（年間） 

原子力発電所周辺の線量目標値（年間） 
0.05  

胸の X線集団検診（１回） 

0.6 胃の X線集団検診（１回） 

1.0 一般公衆に対する制限（医療は除く） 

6.9 胸部 X線コンピュータ 
断層撮影検査（CT スキャン）（１回） 

50 発電所などで働く作業者 
に対する制限（年間） 

全身被ばく 100 

クリアランスレベル 0.01 

東京～ニューヨーク 

航空機旅行（往復）0.2 

放射線を受けた量（ミリシーベルト） 

宇宙から 0.4 

大地から 0.5 

食物から 0.3 

これより低い線量では臨床症状が確認されていません 

ブラジル・ガラパリ市※の放射線（年間）10 

（住民の方の健康への影響は確認されておりません） 

１人当たりの 

自然放射線（年間） 2.4 

(世界平均) 

出典：国連科学委員会報告 ICRP Pub103 

※※：空気中に存在する天然の放射性物質 

※：ブラジル南部、大西洋岸のリゾート。大地からの放射線が最も多い地域のひとつ

空気中の 

ラドン※※から 1.2 

0.012 当該作業員の内部被ばく量（５０年間）

当該作業員の被ばく量 

 


